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水
源
林
に
対
す
る
政
策
を
は
じ
め
と
す
る
森
林
資
源
政
策
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

本
国
会
質
問
第
四
六
九
号
に
お
い
て
、
近
年
、
外
国
資
本
に
よ
る
水
源
林
を
含
む
水
源
事
業
の
買
収
活
動
が
活
発
化
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
許
可
制
等
の
事
前
審
査
の
充
実
を
含
め
、
森
林
資
源
の
所
有
者
、
所
有
目
的
を
包
括
的
に
管
理
す
る
必
要

性
が
生
じ
て
く
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
新
た
な
立
法
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
お
よ
び
、
当
該
必
要
性
に
つ
い

て
検
討
し
た
実
績
は
あ
る
か
と
の
問
い
に
対
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
保
安
林
制
度
等
の
現
行
法
下
の
制
度
に
加
え
て
新
た
な
制

度
を
設
け
る
特
段
の
必
要
性
は
な
い
と
考
え
て
い
る
旨
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

一

昨
月
の
報
道
に
よ
る
と
、
林
野
庁
の
森
林
整
備
部
計
画
課
の
担
当
者
が
「
現
在
の
法
制
度
で
は
、
森
林
が
売
買
さ
れ
た
と

し
て
も
所
有
権
の
移
転
を
す
ぐ
に
把
握
す
る
手
段
は
な
い
。
森
林
の
管
理
に
つ
い
て
も
国
が
口
を
挟
む
こ
と
も
難
し
い
」
と

説
明
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

意
思
主
義
を
採
用
す
る
日
本
民
法
に
お
い
て
は
、
所
有
権
の
移
転
は
意
思
表
示
に
よ
っ
て
効
力
を
生
じ
、
登
記
は
取
引
の

安
全
を
目
的
と
す
る
対
抗
要
件
に
過
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
、
登
記
を
申
請
す
る
か
否
か
は
登
記
権
利
者
の
任
意
で
あ
る
。

こ
の
点
、
地
下
水
の
採
取
を
目
的
と
す
る
森
林
の
取
得
は
、
現
行
法
の
規
制
対
象
で
は
な
い
も
の
の
、
一
般
用
語
と
し
て

は
「
開
発
行
為
」
と
考
え
う
る
。
答
弁
書
で
例
示
さ
れ
た
現
行
法
下
の
保
安
林
制
度
や
、
開
発
行
為
に
対
す
る
規
制
に
お
い

一



て
は
、
伐
採
・
開
発
等
の
森
林
の
形
態
の
変
更
を
伴
わ
な
い
場
合
は
、
対
象
外
と
な
る
。

政
府
と
し
て
は
右
の
発
言
お
よ
び
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、
立
法
ま
た
は
法
改
正
の
特
段
の
必
要
性
は
な
い
と
の
見
解
で

あ
る
か
。

二

水
源
林
の
保
全
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
単
に
資
本
が
外
資
か
否
か
の
み
で
規
制
の
必
要
性
の
有
無
を
判
断
す
る
の
は
妥
当

で
な
い
が
、
外
資
に
つ
い
て
は
、
よ
り
管
理
の
必
要
性
が
高
い
と
解
さ
れ
る
。

こ
の
点
、
外
資
の
水
源
林
を
含
む
水
源
事
業
の
買
収
活
動
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
る
か
。

三

水
源
林
に
つ
い
て
は
、
森
林
政
策
と
い
う
観
点
で
は
林
野
庁
、
水
資
源
・
開
発
政
策
と
い
う
観
点
で
は
国
土
交
通
省
の
管

轄
、
さ
ら
に
は
環
境
政
策
の
観
点
で
は
環
境
省
の
管
轄
と
思
わ
れ
る
が
、
関
係
省
庁
間
で
法
改
正
等
の
協
議
が
な
さ
れ
た
実

績
ま
た
は
予
定
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


